
 

日史Ｂ 11 

 

第 2章 律令国家の形成     〔  年  組  番 名前        〕 

 

✎めあて：①平城京の特徴 ②人々の生活ぶりと流通経済の実情 ③東北や南九州への領域拡大 

 

遣唐使 

(1)遣唐使…先進的な政治制度，国際的な文化を学ぶ 

ア ほぼ 20年に 1度，9世紀末までに十数回，4石の船で約 500人 

イ （1 新羅 ）との関係悪化(8世紀)→危険な南路(東シナ海を横切る航路) 

ウ （2 吉備真備 ）・（3 玄昉 ）…帰国後，政界で活躍 →その他 教 45 

(2)渤海との友好関係…唐・新羅との対抗関係 

 

奈良の都 平城京 

(1)平城京遷都(710年)…元明天皇←教 50天皇家系図 

ア 唐の都（1 長安 ）にならう 

イ 碁盤の目状の道路で区画：（ 条坊 ）制，朱雀大路で左京東京にわけられる 

ウ （3 平城宮 ）…内裏(天皇の生活の場），大極殿(儀礼の場)， 

エ 大寺院…大安寺・薬師寺・元興寺・興福寺・法隆寺・東大寺・西大寺(南都七大寺) 

オ （4 市 ）…市司が監督，地方の物産や官吏に給与された布・糸などの交換 

(2)貨幣の鋳造…（5 和同開珎 ）→流通促進のため（6 蓄銭叙位令 ） 

 

地方官衙と「辺境」 

(1)交通網の整備 

ア 官道(駅路)…都と七道の諸国府を結ぶ，約 16kmごとに（1 馬家 ） 

イ 伝路…駅路と郡家 

(2)地方官衙 

ア （2 国府 ）…国司の統治拠点(国衙) 

イ （3 郡家 ）…郡司の統治拠点(郡衙)       

(3)産業 

ア 耕地の拡大…鉄製農具，灌漑技術   

イ 鉱物資源…長門の（4 銅 ）・陸奥の（5 金 ）など 

ウ 手工業…税のための特産品 

(4)支配領域の拡大  

ア （6 蝦夷 ）(東北地方)に対する政策 

(a)渟足柵(647年)・磐舟柵(648年)…城柵(防衛・征服のための拠点施設) 

３ 平城京の時代（1） 

教 p.44～49 資 p.65～69  

NHK 高校講座日本史「平城京と天平文化」 

平城京と地方の支配(7 分８秒) 

朝堂院(政務の場)，諸官庁 

 

 

(b)（7 阿倍比羅夫 ）の秋田地方支配，北方の蝦夷と関係を結ぶ 

 (c)秋田城(出羽国)・（8 多賀城 ）(陸奥国) 

イ （9 隼人 ）(南九州)の抑圧→薩摩国・大隅国の設置(8世紀)，南西諸島も服属 

 

 


